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表面処理したＢＮフィラーの放熱性樹脂用材料
としての特性に関する調査研究
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研究の成果

研究の目的

共同研究機関
　企業１社

研究の内容

　試作したＢＮ粉末のシランカップリング剤による表面処理を行い，エポキシ樹脂および
シリコン樹脂中におけるＢＮ粉末の最大複合化量を測定した。そして，複合化樹脂を熱プ
レス成形し，その密度と熱伝導率の測定を行った。エポキシ樹脂については，その接着力
を評価するため，樹脂と銅箔との最大はく離強度の測定も行った。

　窒化ホウ素（ＢＮ）の熱伝導率は，鋼よりも優れ，セラミックスでは窒化
アルミニウムに次ぐ高い値を示す。そこで，ＢＮ粉末の高い熱伝導率に注目
し，放熱用材料として応用するため，試作したＢＮ粉末の特性を調査す
ることを目的とした。
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図２　エポキシ樹脂中における
　　　ＢＮ粉末の最大分散化量

図１　試作したＢＮ粉末の
　　　走査型電子顕微鏡写真
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図３　ＢＮ配合シリコン樹脂の
　　　密度と熱伝導率の関係

0
0.5

1
1.5

2
2.5

3
3.5

4
4.5

5

HP-1 HP-40 HP-40処理

品

HP-50 HP-60

Ｎ
/
cm

untreated

KBM303

KBE402

KBE403

KBM403

図４　ＢＮ配合エポキシ樹脂と
　　　銅箔との最大はく離強度

　ＢＮ粉末の樹脂中における最大分散化量は，シランカップリング剤の影響よりも，
ＢＮ粉末の形状の影響が大きいことが分かった。また，ＢＮ粉末を配合した樹脂は，
密度が大きいほど熱伝導率の値も大きくなることがわかった。

研究の内容


